
京都市立学校教員採用選考試験説明動画

～令和6年度（令和５年度実施）試験制度編～



採用予定数と出願区分

一般選考

出願区分・採用予定教科等 採用予定数

ア 小学校教諭
９０名程度

うち、幼稚園 若干名

イ 中学校教諭
国語・社会・数学・理科・音楽・美術・
保健体育・技術・家庭・英語

６０名程度

ウ 高等学校教諭
国語・地理歴史・数学・理科（物理、化学、生
物）・英語・情報・工業（機械、電気・電子、建
築・土木）

１５名程度

エ 総合支援学校教諭（小学校、中学校、小中学校の育成学級を含む） ５０名程度

オ 養 護 教 諭 １０名程度

カ 栄 養 教 諭 若干名



採用予定数と出願区分

特別選考①

特別選考 特 徴

国際貢献活動経験者
第１次試験 ・・・ 一般・教職教養→論文
第２次試験 ・・・ 一般選考と同様

現職教諭
第１次試験 ・・・ 一般・教職教養免除

面接最大10点加点

第２次試験 ・・・ 一般選考と同様

障害者
文字・用紙の拡大、試験時間の延長、書面等での指示、
座席の配慮等



採用予定数と出願区分

特別選考②

区 分 特 徴

理数工コース
第１次試験 ・・・ 一般・教職教養、専門筆記 → 論文
第２次試験 ・・・ 一般選考と同様

保健体育コース
第１次試験 ・・・ 一般・教職教養、専門筆記 → 論文

面接最大10点加点
第２次試験 ・・・ 体育実技免除、他は一般選考と同様

英語コース

第１次試験 ・・・ 一般・教職教養、専門筆記
→ 日本語記述の論文

実技試験(リスニング)を免除
第２次試験 ・・・ 一般選考と同様。

論文試験、指導案作成の英語記述が可能

フロンティア特別選考
※ 当該校種及び教科の普通免許状を有しない方及び取得見込みのない方でも 受験可能



採用試験概要①

志願書受付

 一般・教職教養筆記試験
 専門筆記試験
 個人面接
 実技試験（中学校・高等学校の英語）

第１次試験

令和５年４月３日（月）～５月８日（月）正午 〆切厳守
出願はパソコンによる電子申請のみです。

筆 記：６月２４日（土）
個人面接：６月２５日（日）、

７月１日（土）、
７月２日（日）のうち指定する日

第１次試験合否発表

８月中旬頃までに通知 《参考》令和５年度試験（令和４年度実施試験） ８月５日（金）



採用試験概要②

第２次試験

８月１９日（土）、８月２０日（日）

 論文
 集団討議
 模擬授業
 実技試験（中学校・高等学校の一部教科、養護教諭）

最終合否発表

９月下旬頃
《参考》令和５年度試験（令和４年度実施試験） ９月２２日（木）

◆実施要項６ページ記載の留意事項をよく確認してください！
特に複数区分を併願される方については、第１次試験の筆記試験において、すべての区分・教科の専門筆記試験
を受験する必要があります。一つでも受験されなかった場合は、体調不良等のいかなる理由であっても、その時
点で全ての区分の受験を辞退したとみなし、受験資格を失いますので、ご注意ください。

注意！



今年度の主な変更点

 加点制度の新設と取扱の変更（免除特例との併用可）

 フロンティア特別選考（英語コース）の出願要件緩和と
英語資格所有者の要件変更

 追加合格制度の新設及び補欠合格制度の廃止

取扱の変更だけでは内容
がわからないので、
取扱の変更（免除特例と
の併用可）と入れては。



加点制度の新設と取扱の変更①

心理及び福祉の専門資格所有者への加点制度の新設

対象となる資格は以下のとおり（詳細は、実施要項P11に記載）

 公認心理師、臨床心理士、社会福祉士、精神保健福祉士

第１次試験において５点を加点



加点制度の新設と取扱の変更②

小学校教諭志願者における中学校または高等学校の普通
免許状取得・取得見込者（数学・理科・保健体育・英語）
への加点制度の新設等

小学校教諭志願者のうち、「数学」「理科」「保健体育」「英語」の
いずれかの中学校または高等学校の普通免許状取得・取得見込者に、第
１次試験において加点する制度を新設します。（詳細は、実施要項P12
に記載）

これに伴い、小学校英語教育推進コース及び理科教育推進コースは廃
止します。

第１次試験において５点を加点



加点制度の新設と取扱の変更③

第１次試験に関する特例の取扱いの変更

加点制度を複数新設することに伴い、第１次試験免除等の特例との併
用ができることとします。

ただし、特例と併用するか否かに関わらず、第１次試験における加点
制度による加点上限は10点とします。

加点制度まとめ

（１）心理及び福祉の専門資格所有者
（２）情報処理技術に関する資格所有者
（３）小学校教諭志願者における中学校または高等学校の普通免許状取得・取得見込者

いずれも第１次試験において
５点を加点



フロンティア特別選考（英語コース）の出願要件緩和と
英語資格所有者の要件変更

第一言語や国籍にとらわれずに受験いただけるよ
う、「CEFR C1相当以上の英語力を有する方」も
受験を可能とします（詳細は実施要項P８に記載）。

また、英語資格所有者の特例要件となる英語資格
を「CEFR B2相当以上の英語力を有する方」に変
更します（詳細は実施要項P11に記載）。



追加合格制度の新設及び補欠合格制度の廃止

第２次試験結果の通知後、出願区分によっては
合格者を追加する場合があることとし、この場合、
令和５年12月31日までに追加合格者にその旨を通
知します。



免除特例①

第１次試験「全部免除」の特例

 令和５年度京都市立学校教員採用選考試験の第１次試験合格者等
令和５年度（令和４年度実施）京都市立学校教員採用選考試験の
・第１次試験合格者
・大学・大学院推薦制度合格者で第２次試験の不合格者
・体調不良を理由に第２次試験を欠席した方のうち、教職員人事課が第１次試験の全部免除を認めた方

 大学・大学院推薦制度合格者
第２次試験に加え、個人面接を実施

 京都市立学校園の常勤講師の「前年度不合格者のうち上位」の特例



免除特例②

第１次試験「一部免除等」の特例

 常勤講師経験者
国公私立学校：通算２年以上
京都市立学校：通算１年以上

 社会人経験者チャレンジ制度
 理数工志願者チャレンジ制度

 英語資格所有者（中学校・高等学校の英語志願者）

・・・・・・一般・教職教養を免除

一般・教職教養に替えて論文試験を実施

・・・・・・英語の第１次試験の実技試験を免除



試験結果（令和4年度実施分）
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スケジュール
４月３日（月）

～
５月８日（月）

出願受付

受験票発送～６月２０日（火）

第１次試験
（筆記等）

６月２４日（土）

６月２５日（日）
７月１日（土）
７月２日（日）

第１次試験
（個人面接）

第１次試験
結果通知

８月中旬頃

８月１９日（土）
８月２０日（日） 第２次試験

９月下旬頃
第２次試験
結果通知

～１２月３１日（日） 追加合格通知

６月２０日も、他と合わ
せて曜日を入れる





ご視聴ありがとうございました

京都市立学校教員採用選考試験説明動画
～令和6年度（令和５年度実施）試験制度編～


